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表
紙
の
ミ
ヤ
リ
ー
に
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
カ
メ
ラ
付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
か
ざ
す
と
、

AR（
拡
張
現
実
）で
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。設
定
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミヤリーのわくわく
発見スタンプラリー

宇都宮市は平成28年度に市制
120周年・市町合併10周年を迎えます。

120年の感謝と絆
ともに未来を考え
いつまでも輝く
うつのみや

5

（　　　　　　　　）

平成28年4月1日現在
■人口

■世帯 218,436世帯（＋325世帯） 

総数  518,712人 （－638人）
男　  258,890人 （－287人）
女　  259,822人 （－351人）
転入 3,872人
出生　 399人

転出 4,480人
死亡　429人

　上記の人口・世帯数は、平成27年国勢調査人口
（速報値）を基礎とし、住民基本台帳による異動数（出
生・死亡・転入・転出者数）を加減したものです。
問政策審議室☎（632）2124

（前月比）

  1 120年の軌跡／はつらつ宮っこ
  2 特集1

 春のイベント
  4 特集2

 市民芸術祭
  6 特集3

 出前講座
10 年金生活者等支援臨時福祉給付金
11 高齢者サービス
12 健康・福祉・国保・年金
16 世界禁煙デー
17 民生委員・児童委員
18 子ども
22 住まい・環境・安全・交通
26 市民表彰
27 共生社会の実現
28 暮らし
31 競輪場記念イベント
32 税・産業・雇用
34 生涯学習センター講座
35 文化・教養・スポーツ
38 相談窓口
42 お気軽ウオーキング
43 教えてイイトコ宇都宮／地域内交通
44 施設のイベント
48 日程情報・カレンダー

うつのみや遺跡の広場（上欠町）

　聖山公園（墓園）造成に当たり、記録保存のため昭和57年～62
年に発掘調査を実施しましたが、予想もしなかった縄文前期の大
集落跡が発見されたため、当初の墓園計画の一部を変更して、
「根古谷台遺跡」として現状保存することにしました。そして、日本
有数の規模を誇る復元建物と埋葬の諸形態などを展示した資料
館を整備し、平成3年に「うつのみや遺跡の広場」として開園しまし
た。
　園内の西斜面には、約1万株のニッコウキスゲが自生しており、
5月中旬～下旬ごろに見ごろを迎えます。

14月1～10日　かまがわ川床まつり。23月
20日　宇都宮クリテリウム。34月2～10日
　清原さくら祭り。43月26日　宇都宮城桜
まつり。

　市制120周年・市町合併10周年を記
念して、4月～平成29年3月の1年間、広
報うつのみやの表紙に紹介されている
施設など、市内12カ所のポイントを巡
るスタンプラリーをやっているよ。スタ
ンプを全部集めると、抽選で限定グッズ
をプレゼント。応募方法など、詳しくは、
今後、広報うつのみやや専用ホーム
ページmiyary-stamp.comでお知らせ
するよ。問広報広聴課☎（632）2129

▽休館日　毎週月曜日、祝
休日の翌日、年末年始。
▽連絡先　☎（659）0193

5月のチェックポイント
うつのみや遺跡の
　　　　広場資料館
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宮はつらつ     っこ
今、輝いている市民

お
客
様
と
の
出
会
い
も

　
　カ
ク
テ
ル
と
の
出
会
い
も
一
期
一
会

　
４
月
に
東
京
で
開
か
れ
た

「
パ
ド
ロ
ン
・
カ
ク
テ
ル
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
＆
シ
ガ
ー

ナ
イ
ト
」
で
、
初
代
王
座
に

輝
い
た
大
塚
さ
ん
。「
応
援
す

る
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た

こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ

た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
宇
都
宮
カ
ク
テ
ル

倶
楽
部
の
代
表
幹
事
を
務
め
る

な
ど
、
す
で
に
経
験
豊
富
な
大

塚
さ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、

30
代
以
上
に
な
る
頃
に
は
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場
し
な
く
な
る
人

が
多
い
中
、
25
年
ぶ
り
51
歳
で

の
異
例
の
挑
戦
。「
負
け
た
ら
ど

う
す
る
」と
い
う
周
囲
の
声
を

振
り
切
っ
て
出
場
を
決
意
し
た

の
は
、「
カ
ク
テ
ル
の
街 

宇
都

宮
」
の
第
一
人
者
だ
か
ら
こ
そ

感
じ
る
危
機
感
で
し
た
。「
最

近
は
銀
座
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
。

若
手
の
奮
起
を
促
す
に
は
、
言

葉
よ
り
も
、
ま
ず
自
分
た
ち
の

世
代
が
行
動
す
る
こ
と
」と
き
っ

か
け
を
話
し
ま
す
。

　「
お
客
様
と
の
出
会
い
も
、

カ
ク
テ
ル
と
の
出
会
い
も
一
期

一
会
」
と
言
う
大
塚
さ
ん
の
店

に
は
、
決
ま
っ
た
カ
ク
テ
ル
メ

ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客

さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、
常
に
新
た
な

も
の
を
提
供
し
て
い
る
と
言
い

ま
す
。「
無
数
の
組
み
合
わ
せ

か
ら
新
し
い
も
の
を
作
る
。
数

あ
る
物
作
り
の
仕
事
の
う
ち
、

こ
う
い
う
仕
事
は
希
少
で
す
」

と
胸
を
張
り
ま
す
。

　「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
挑
戦
。

非
日
常
の
緊
張
感
は
刺
激
に
も

な
り
ま
す
し
、
若
い
世
代
も
臆

せ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」

と
大
塚
さ
ん
。カ
ク
テ
ル
の
街

の
先
頭
に
立
ち
、
今
日
も
シ
ェ

ー
カ
ー
を
振
っ
て
い
ま
す
。

ヴ
ァ
ル
ズ
・
バ
ー
　大
塚
　一
人
さ
ん

く
　
　
ら
　
　
ぶ

ア
ン
ド

か
ず
ひ
と

宇
都
宮
市
年
表

　このコーナーでは、宇都宮の120年の歩みを年表
と写真で紹介します。

◀
新
築
さ
れ
た
市
庁
舎
　
新
庁
舎
は
木
造

２
階
建
て
の
Ｌ
字
型
、洋
風
か
わ
ら
ぶ
き
で

正
面
玄
関
は
北
東
を
向
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
庁
舎
は
昭
和
20
年
に
、戦
災
に
遭
う

ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

西暦
年

1911
44

1912
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1916
5

1918
7

1914
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主
　な
　出
　来
　事

▽
市
の
記
章
を
制
定
、人
口
５
万
人
と
な
る

▽
清
巌
寺
鉄
塔
婆
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
る

▽
ご
み
処
理
を
市
直
営
に
切
り
替
え
る

▽
市
庁
舎
が
落
成（
旭
町
）

▽
市
内
に
ガ
ス
供
給
が
始
ま
る

▽一向
寺
の
銅
製
阿
弥
陀
如
来
像
が

国
宝
に
指
定
さ
れ
る

▽
上
水
道
の
給
水
開
始

▽
市
営
火
葬
場
の
使
用
開
始

▽
市
制
施
行
20
周

年
お
よ
び
上
水

道
落
成
記
念
式

典▽
バ
ス
営
業
が
開

始

明
　
　
　
　治

大
　
　
　
　正

◀日光街道の送水管敷設　今市の浄水構
場から国本村大字戸祭（現・中戸祭）の配水
構場（約27キロメートル）に送水するため、
日光杉並木でも敷設工事が行われました。
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明治44年～大正7年


